
韻子で載争を書える

市民・親子連れ300人が集い、

意鶉のあるひとときをすごしました。！！

「子ともまつり」 被災地だよリ

g爆國示を罠る子ともたち

月
日
・
神
戸
市
立
港
島
小
学
校
で
の
子
ど
も
ま
つ
り
は
、

0

8

 

1

1

 

全
敷
神
戸
立
青
年
部
の
た
た
ー
が
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金

を
使
っ
て
子
ど
も
た
ち
に
よ
い
文
化
を
企
画
し
た
い
と
、
そ
の
実
行

委
員
会
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
他
労
組
青
年
部
や
、
地
域
の
組
織

が
そ
れ
に
応
え
、
実
現
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
「
メ
シ
ア
と
ポ
ン
四
郎
バ
ン
ド
」
に
よ
る
歌

と
ゲ
ー
ム
で
一
気
に
和
や
か
な
気
分
に
な
り
ま
し
た
。
青
年
部
の
寸

劇
で
盛
り
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
、
戦
争
を
テ
ー
マ
に
し
た
構
成
劇
が

始
ま
り
ま
し
た
。
少
し
難
し
い
内
容
も
あ
り
ま
し
た
が
、
戦
時
中
の

子
ど
も
た
ち
の
思
い
に
、
聞
き
入
ろ
う
と
会
場
は
張
り
つ
め
た
ひ
と

と
き
で
し
た
。

ヽ

帰
り
は
、
戦
争
中
の
貴
重
な
展
示
品
な
ど
を
見
て
改
め
て
今
の

平
和
の
重
み
を
感
じ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
に
、
こ
の
企
画
の
成
功
を

実
感
し
ま
し
た
。

これ以上人災による犠牲者を出さないために

強力な絆を避●所になった神戸の学校現湯から全国へ

・び全国から寄せられた義援金をもとに、

...子どもたちによい文化を

「春休み子ども劇場」

Lに入り、

実行委員会

一緒に企画しませんか？
昨年は、全教神戸の呼びかけに7団体が実行委員会に入り、

劇団コーロによる「まよいねこのもり」を上演し、大成功しました。

次回の期待に応えるためにも是非、楽しく意鶉のあるものを検討し

たいと思っています。

ご希望の団体・個人の方は、

全教7:;：:i：ご：：実で行お委二？？、」。 へ、 ） 
追って、「第一回実行委員会の案内」と、「会の趣旨」等をお送りいたします

砂

璽8号 9 998. 99. 9 7 

全戸蓑●員組合「絆編集偏」

神戸市中央区下山手通

4・13・9中尾ピ）l,3F

TR. -078-391-7508 

FAX-078ペ111-85岨

〒振込口塵壽号01170-7-29732 

市目の声ガ、

「神戸空港」
今、神戸市民は、「神戸空港」を建設するかどうか、いろんな情報を市民が知って、

しっかり討議をした上で市民に判断させて欲しい、そのための「条例制定」の願いを

30万人以上の署名を添えて、出しているのです。市会がこれを拒み、このまま市民

に問う機会を閉ざして「空港建設」に進んだ時、

ますます行政に対する市民の不信感がつのる思

いです。条例制定に「反対」した市議会議員は、

30万市民の声を熊視した責任を問われなけれ

ばならないでしょう。
し かい

芦‘.＾ t打=って
とhなと：ころ？
螂、みMょd芦さのためにガンバっています・・・

千 ：、．．

藷＂
a
会

[<
-t

神

反腑できる

祉日癒ヒ．．',且，． Im,、

［王丑ここじ-うこ」：：ろけて］

「市合」 を！！

璽殿の是非

c
 

「大事なことはみんなで納得をして決める」…

（子どもたちは、大人の動きをじっと見ています。）

神戸の未来に責任を持つのは、住民自身です。

住民の声を反映できる民主的な神戸市会の姿を

見せてほしい…。各市会議員の勇気ある行動を

期待したい思いでいつばいです。

そして神戸市民はそんな市会を必ず作っていく

でしょう。 30万人の声は、それだけ重いもの

なのです。

「大●なことは抒

みんなできめよう！！」
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象
裟
婆
＂
参
念
恣
婆
裟
苓
｀
・

澤碑
阪
神
大
震
災
の
影
響
で
心
の
ケ
ア
が
必
要
な
小
学
生
は
七
月
一
日
増
と
ほ
ぼ
横
ば
い
。
県
教
委
学
事
課
は
「
幼
児
期
の
体
験
が
深
い
傷

碑
瑛
在
、
兵
庫
県
内
で
二
千
四
百
二
士
ハ
人
に
上
リ
、
昨
年
に
比
べ
二
と
し
ヱ
残
っ
て
い
る
上
、
た
び
重
な
る
転
居
や
不
況
に
よ
る
家
庭
の

澤必
百
七
十
二
人
増
え
て
い
る
こ
と
が
六
日
、
県
教
委
の
調
べ
で
分
か
っ
経
済
状
況
の
悪
化
が
影
響
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
」
と
し
て
い

た
。
小
、
中
学
生
合
わ
せ
る
と
、
四
千
百
六
人
で
、
昨
年
比
十
七
人
る
。

幼
児
期
の
体
験
消
え
ず

の子どもたちは

5

峻
＆
裟
｀
浚
ぐ
次
食
努

災
者
の
多
い
校
区
の
小
学
校
で

は
、
授
業
中
に
歩
き
回
っ
た
り
、

寝
る
な
ど
の
ケ
ー
ス
も
。

P
T

S
D
（
心
的
外
傷
策
ス
ト
レ
ス

陣
害
）
で
治
療
を
受
け
る
子
ど

も
も
い
た
。

ら
．
庇
駿
し
・
匹

rじ
t

駐
飲
輝
直
開
“

三
年
目
の
関
査
で
、
県
内
の
が
記
入
し
た
。
や
め
て
い
た
＜
多
く
、
阪
神
三
百
三
士
ハ
人
が
「
夜
尿
の
く
せ
の
あ
る
子
ど
も
ど
い
親
も
少
な
く
な
く
、
子
ど

ュ

続
く
。
増
加
率
が
高
い
学
校
は
、
が
多
い
こ
と
や
け
が
の
発
生
が
も
に
目
が
行
き
届
き
に
く
い
の

傷

刻

星

の

大

き

か

っ

た

地

域

が

多

頻

繁

で

驚

い

た

」

と

い

う

。

被

で

は

」

と

話

し

て

い

る

。

全
公
立
小
、
中
学
校
千
百
九
十
せ
を
再
び
行
う
▽
皮
虜
や
目
が

六
校
を
対
象
に
、
各
校
の
教
員
か
ゆ
く
な
る
▽
学
校
に
行
く
の

の
深
査

了ふ
．．
 

を
鎌
が
る
ー
な
ど
の
う
ち
、

着

g
l

「
つ
以
上
当
て
は
ま
り
、
震

心
お
g

災
の
影
響
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
児
童
•
生
徒
数
を
調
べ

g
 

た。

恥
且
且
災
な

．
震
今

百
人
の
う
ち
新
た
に
ケ
ア
が
必

賽
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
は
―-
H
ハ

二
彩
だ
っ
た
。
地
域
別
で
は
、

神
戸
が
二
千
六
十
二
人
で
最
も

一

方

、

心

の

ケ

ア

が

必

要

な

く

、

生

活

の

不

安

定

さ

な

ど

が

中

学

生

は

前

年

に

比

べ

二

百

五

増

加

の

要

因

で

は

な

い

か

。

幼

十
五
人
減
。
二
、
三
年
生
は
減
小
林
和
・
精
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
児
期
の
体
験
は
無
憲
識
な
た
め

り
、
一
年
生
は
増
加
し
た
。
小
林
院
長
（
児
宣
青
年
精
神
科
深
い
傷
に
な
り
や
す
い
と
い
わ

ケ
ア
が
必
要
な
児
重
が
多
い
医
）
の
話
小
学
生
は
中
学
生
れ
る
。
大
人
の
サ
ポ
ー
ト
が
求

小
学
校
に
赴
任
し
た
校
長
は
に
比
べ
親
の
影
響
を
受
け
や
す
め
ら
れ
て
い
る
。

る
坤
ャ
珀
閏

↑`↓

不
安
定
な
生
活
妻
因
か

特定できない「IBのケア」

必要な「家庭と学校」の連携

の屈唇な子とも

震災3年半経った7月現在、被災地での「心のケア」の必要な子どもの実態

が発表されま Lた。（記事参照） 数字で表すと昨年に比ぺ確かに増加Lてい

る榛子がわかります。 LかLこの数字は、子どもが SOSのサインを周りの大人

に何らかの形で送リキャッチされたものです。学校で問題と Lて把握Lていて

も、保護者には見えていなかったリ、担任の見る限リ何の問題もない児童が、

家庭では親に心配をかけていたリ・・・ 子どもの実題を握み対応するためにも、

今後ますます学校と保護者の連絡の大切さを痛感Lます。

気になる「数字に表れない子どもたち」

そLて何より気になるのは、まだ問題を出せないでいる多くの児童の存在で

す。ケアを必要な児童は、それなりのサインを大人に送っているためその指導が

行えるのですが、数字に表れない多くの子どもたちにも、気にかける必要性を

強く感じます。

今、学校現湯では、決Lて「特定の児童だけに竹が必要だ」とはいえない実

態が見られます。元気に頑豪っていた児童が両観の離婚で突然不登校になりか

けたリ、まじめな良い子が今まで我慢Lていたためか、いじめを突然始めたリ

子どもの意志に関係な〈、居住の移動が突然行われ、不安な状況になったり…

今まで頑撮っていた子どもが突然問題を抱えてもおかLくない現実があリます。

「30人学級」実現で、すべての子どもに「心のケア」乞…

「心のケアを必要とする児童」の統計は、従曾の調査に関係なく、竹の必要

な児童が今後も増える場合が考えられます。言い換えれば禎災 Lた児童全体が

多かれ少なかれ、心の竹がこれからも必嬰なのではないでLょうか？

そのためにも、学校はいつでも安心Lて自分の不安な思いが出せる所であり、

そんな子どもたちを丸ごと受け止められる環境であリたい…と思います。

現在は、「心のケア」の必要な児童が多い学校を中心に、「復興担当敦員」が

おかれ、その指導を行っていますが、今後は、全ての子どもを視野に入れた指

導・対応が求められます。そのためにも、「30人学級」実現がいよいよ急霧

になってきました。文椰省も、地方自治体の段階で行える方針を出している中

その具体化が急がれます。で、

？） 

■ 



「仮設での出会いを大切に」

グルーブホームの プロジェクトチームを組んで奮●中
前号で紹介しました「手水住宅」から、

その後の様子のお便りが届きましたので紹介します。

●●者・・雪書用飯毅

ここは高齢の方、障害を持った方

のために作られた仮設住宅で、一個

ずつ独立した一般仮設住宅と違い、

廊下をはさんで両側に個室 (1人用

4、5畳・ 2人用 6畳）がならび、ト

イレ・風呂・台所は共用の寮塑式に

なっています。それに集会所が一つ

あります。

私はここで生活支援員として、皆

さんの見守り•生活援助・相談業務

を行っています。全室で31戸です

が、今では、公営住宅当選待ちの方、

いつかは老人ホームヘという方々の

1 0戸となりました。

闊圃を寮年3目と麒プられて・

嬬す不Rの中で
震災によって初めて共同生活を経

験し、そのプラス面もマイナス面も

充分に味わいながら交流を深めてき

ましたが、この仮設住宅の使用も来

年の3月までと告げられています。

高齢であったり、障害をもつ人に

とっては、仲間と離れて、また新し

い生活の場を求めて移っていくこと

は、相当に大きな不安となっていま

す。この 1年ほどはずっとその事ば

かり訴えてこられました。

わ＄ ．＂ 今夏、仮設訪問した山野さんからのお手紙です。
ー住宅に住1，れな孔＾-------------------------------------
みなざん. ---------・ -・込け匹o..伶_fJ錢も砧；’四＇’祝な＿~-- ----・_ -~ --
＿＿＿稔LJ.元が叉oーロ伯．妊紅’_1釣空紅むとビ1む＿rこo---..--
---？翌繁＿咆‘迂工を＿ぇ（口g＿坦籾紅＂立を心 'g:-＿急令＿＿＿

． 會＊ォド＇

_＿＿危応豆＂＿ど＿だ虹込＿七 ;IE）-峡o_が＿ff._兎し屯囀費i_
.... ltじめてし＇＄和 ． ． ． 

- - -- --- -- - --- - - - -- -- - - - - - - -- - -- - - - --! 

ークJ打双＿吠験改誨鈴＿t＿凶＿b＿"—てこ4民祝佐恣F＿雙く
伐‘l合かあクかも 1 れ itk 。初げ↓1gl＜ゎ靡し'(~巧。
-----------------------------------------9-—●. ー

__ Jが＿を庄依~尉紅＿，，，，」t口冠l1.i~。 t心！ Cヽ心・、0。 VU^^；h9 

～ー［ r、→?9ら31ゞ

゜

ここでの生活を

六11にしだい
そうして、いろいろと話し合って

いるうちに、老人ホームを希望され

ていた4名の方 (88オ～91オ）

が、自分たちの持てるものを出し切

って、多少は公的援助も受けながら、

ここと同じような家を作りたいとい

う思いをもつようになりました。

独立した住宅でもなく、施設でも

ない、自分流の生き方をしながら仲

間と共に暮らす、病気になったり心

配事があればすぐに相談できる者が

身近にいるという、ここでの生活を

どうしても手放したくないというわ

けです。
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思いを受けて

手伝える璽び

私は、そんな強い思いを受けて、

ぁちこちの専門家の方々に働きかけ

てみました。検討に検討を重ね、近

ごろようやく実現への展望が開けて

きました。

「高齢者のグループホーム」です。

状況に応じて、ヘルパーさん・ボラ

ンテイアの方・医療機関その他専門職

の方々の支援を受けながら、最期ま

で自分らしく自分の力で生きてゆけ

たらとても素晴らしいことだと思い

ます。それを4人の方が楽しみに日

を送っていること、私がそのお手伝

いができることは大きな喜びです。
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支握と馳ましを

まだ建築費など大きな問題が残っ

ていますが、実現へ向けて「手水グ

ループホームの会」のプロジェクト

チームを組んで、大いに頑張ってい

るところです。

ぐ



理科教育・学校 櫨谷中学校・

南部地震が学校と教育に突き付けた鰈題一

（地質学論集第 -

「大地の学習」をどのように組み立てるか

「「地域に根ざL」「地域を学ぶ」という時、

し 「地域」とはどのような場であろうか旦「／吝

「地蟻」とは、全体の中で区切ら ④ 神戸は、山地と盆地の列の一

れた椰分・区画であリ、我々が生活 つである六甲山地と大阪湾の間に

をLているところであるととらえる あリ、高まる六甲山地から運び出

と、地域は「神戸」「西区」など狭い された土砂の堆積によってできた

意味の区域を指すだけではないこと という特殊性をもった地域である。

になる。 R 私の勤壽する学校のある櫨谷
地翠から見れば日本列鳥は地域で は． 200万年曽には大きな瀾の底

ある L、太陽系から見れば地疎は地 にあリ、六甲の上昇に伴って隆起

域であるというようにいくつかの階 Lてきた丘陵に位置するという特

層構造を持った地域が浮かび上がっ 殊性を持った地域である。

てくる。次のように特微づけられる

地学的な地域の階層である。

① 太陽系の中で第三慮星＝地疎

は、生物を生み出す条件を備えた

水の慮星という特殊性を持った地

蟻である。

② 日本列鳥は、地球の中でもっ

とも激Lい変動帯にあって、特別

に地震と火山が多いという特殊性

を持った地蟻である。

③ 近畿地方は、日本列鳥の中で

は珍Lく火山がないが、山地と盆

地の列が繰り返す、地形的な特殊

例えば、地層のことを教えたいの

に地層がない。火山を敦えたいの

に火山がない等の悩みである。予

め「敦えなければならない」項目

や事がらが設定されていて、それ

に身近な地減の素材を利用 Lたり、

あてはめようとする誤りである。

それぞれの地蟻の地形や地質は、

何かを敦えるために響合よく作ら

れていないのである。

それぞれの地蟻にはその大地の成

リ立ち・塵史を反映Lて、その地

颯の特殊性を持った地形や屹質が

存在 Lている。地層が出ていない

ことも、火山が存在Lないことも、

その地蟻の特殊性と Lて意味を持

っている。そのような特療性を含

む地蟻の地学的自然を丸ごと学ぶ

ことは、讐遍的な自然の現象や法

則を学び、科学的な自然謳識を覆

得する過程そのものでもなければ

ならない。

性を持った地蟻である。

ヽ

大地の学詈で地域という場合、

この様な階層性を意識 Lて学ぶ内

容を構成 Lたい。この時、上位の

（大きい）地蟻の特殊性は、下位

の（小さい）地蟻の普遍性に結び

ついていることは重妻な視点であ

る。また「地蟻に根ざ L」「地蟻を

学ぶ」時に、地蟻の自然は学ぶ対

象であり、あれこれの地学的事象

や置念、法則を学ぷための手段の

みではない、という側面を重視 L

たい。地蟻を「伎う」対象とのみ

とらえると「自分の地蟻には教え

るのに適当な素材がない」という

悩みが出てくる事が多い。

←地域の大地の学習を組み立てる

l――---—中心になる観点は何だろうか。
その一つと Lて、それぞれの地

域の地形と地質の成 1)立ちを、変

動と安定という対立する二つの運

動のせめぎあいと Lてとらえたい。

その一つは、現在も進行中の第四

紀の地戴変動、すなわち起伏を大

きくする運動である。地翠の内部

の井い・ーを営力とする動きである。

もう一つは浸食・運鑽．堆積の過

程、すなわち起伏を小さくする運

動である。太陽熱1ネルギーを営力と

する動きである。この二つの大地

の運動のせめぎ合いの結果として、

現在の地形・地質が形づけられた

ことを、地域の具体的な事実に即

Lて、 リアルにドラマチックにえがきだ

Lたい。当然、その中で土砂災害

や震災などの自然災害の屋史や可

能性、それへの対算などは、この

ような大地の運動との闊連で扱わ

れることになるだろう。そのよう

な動きのある大地の学詈では、そ

れを塵史的に理解することを重視

Lたい。また、大地の学詈では、

大地の屋史の時間的スケーい3日常的

なスケーMの違いを知ることも重妻な

ことである。

大地の学詈は、時間的・空間的ス

，，＿“の大きさから他の理科の分野に

比べて、実物に触れたリ、実康が

行いにくいために一方的な伝違の

みの学詈になりがちである。 Lか

L、可能な限リ子どもたちが自ら

自然に働きかけながら学べる実鹸

や実詈、鐵察の開発に力を入れる

ことは大切な鐸題である。

ー• ··--· . • •• .• • 一— -・一ー '-ー'・ → 
次回は、「趣域を対象にした研究と敦材化」・「地蟻防災の中での学校」を掲戴します。
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